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振
興
協
議
會
が
螢
足

　
　
　
　
　
新
農
村
建
設
地
匠
に
指
定

…
今
般
当
市
は
新
盤
村
漁
村
建
設
指
定
地
区
に
指
定
さ
れ
た
。
本
年
度
…

㎜
よ
り
三
力
年
計
画
で
、
農
業
関
係
の
総
合
的
な
対
策
の
樹
立
と
、
実
㎜

…
施
に
着
手
す
る
こ
と
＼
な
っ
た
。
去
る
八
月
三
十
一
日
こ
れ
ら
の
事
㎜

㎜
業
計
画
の
樹
立
と
実
施
の
た
め
「
十
日
町
市
農
村
振
興
協
議
会
」
が
㎜

川
発
足
し
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

適
地
適
産
計
議
で

郎
、
庭
野
吉
久
▽
委
顔
“
市
長
、
市

会
議
長
、
市
農
委
長
、
十
日
町
、
中

条
、
川
治
、
六
箇
、
吉
田
、
南
部
、

下
条
、
各
農
協
畏
、
宮
沢
藤
作
、
小

酬
縫
創
礪
酢
稚
醗
評
建
鰍
壌
猫
醜
蟹
鮒
訓
騨

庭
野
友
治
、
福
崎
健
太
郎
、
庭
野
耕
曽

作
、
阿
部
三
代
継
、
庭
野
吉
久
、
大

砂よだ政市町日十

①
農
民
の
自
主
的
な
総
意
に
よ
っ
て

適
地
適
産
を
基
調
と
し
た
農
村
振
興

計
画
を
樹
立
す
る
こ
と
。

②
計
画
樹
立
は
各
団
体
を
代
表
す
る

者
と
学
識
繕
験
者
を
以
っ
て
協
議
会

を
設
け
、
そ
こ
で
計
画
の
審
議
と
調

整
を
す
る
。

①
当
市
は
今
年
度
が
計
画
の
年
で
、

三
十
二
年
と
三
十
三
年
度
に
分
け
て

事
業
が
行
わ
れ
て
・
総
額
の
事
業
費

は
一
千
万
円
で
あ
る
。
そ
の
内
事
業

の
種
類
に
よ
っ
て
三
割
か
ら
五
割
の

補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
。

④
事
業
の
種
類
は
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
県
の
認
承
を
受
け
た
事
業
で
な

い
と
補
助
は
出
な
い
。

⑤
協
議
会
の
中
に
は
青
年
、
婦
人
、

農
事
研
究
団
体
、
青
少
年
ク
ラ
ブ
等

も
加
わ
っ
て
い
て
・
特
に
青
年
の
も

り
上
る
総
意
を
充
分
期
待
し
て
い
る

こ
と
が
特
長
で
あ
る
。

⑤
協
議
会
で
は
九
月
が
趣
旨
徹
底
及

び
事
業
選
定
の
月
と
し
、
十
一
月
頃

審
議
し
て
一
月
初
め
に
県
の
審
査
を

受
け
る
乙
と
に
な
っ
て
い
る
。

会
長
に
市
長

協
議
会
委
員
及
び
役
員
は
次
の
通
り

▽
会
長
”
山
口
孝
一
▽
副
会
長
“
樋

口
清
▽
監
事
”
柳
宗
平
、
小
海
隆
三

四
郎
、
小
海
隆
三
郎
、
春
日
反
右
工

”
門
、
近
藤
宗
一

第3号
（1）

赤
い
勿
根
の
募
金

　
　
　
　
　
　
市
の
目
標
は
三
五
万
円

　
今
年
も
赤
い
羽
根
の
時
期
十
月
が

ま
い
り
ま
し
た
。
世
の
中
の
困
る
人

達
を
助
け
て
、
社
会
を
朋
る
く
す
る

よ
う
に
市
の
共
同
募
金
委
員
会
で
は
・

次
の
通
り
各
地
区
別
の
目
標
額
を
き

め
ま
し
た
。

地
区
毎
に
協
議
し
て
、
目
標
額
を
完

了
し
て
い
た
捨
く
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
興
業
を
行
う
地
区
も
あ
る

よ
う
で
す
が
、
大
部
分
の
地
区
が
戸

別
募
金
を
お
願
い
す
る
よ
う
で
す
か

ら
そ
の
と
き
は
何
分
の
御
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

尚
目
標
額
を
定
め
た
基
準
は
、
所
得

割
四
．
五
％
、
世
帯
割
二
五
％
、
人
口

割
三
〇
％
で
す
。

　
　
　
記

　
県
　
二
四
、
O
O
O
、
O
O
O
円

　
市
　
　
　
　
三
五
〇
、
○
O
O
円

　
十
日
町
地
区
一
週
四
、
八
O
O
円

中
条
地
区

川
治
地
区

六
箇
地
区

吉
田
地
区

下
条
地
区

七
〇
、
九
〇
〇
円

四
四
、
七
〇
〇
円

九
、
九
〇
〇
円

三
九
、
六
〇
〇
円

四
〇
、
一
〇
〇
円

基
本
選
挙
人
名
簿

　
　
　
　
　
　
住
民
登
録
に
よ
リ
調
製

無
灘

現
在
を
も
っ
て
調
製
し
、
十
一
月
五

日
か
ら
十
五
日
間
一
般
の
縦
覧
に
供

し
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
十
二
月
二
十

日
を
も
っ
て
碓
定
し
、
翌
年
の
十
二

月
十
九
日
ま
で
の
間
に
選
挙
の
あ
る

と
き
用
い
る
も
の
で
す
。

そ
れ
で
市
の
懸
挙
骨
理
委
員
会
で
は

住
民
登
録
簿
に
よ
っ
て
次
に
該
当
す

る
方
を
名
簿
に
登
載
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

縦
覧
は
1
1
月
に

　
住
所
要
件
、
九
月
十
五
日
現
在
で

　
亀
ノ
●
§

ゆ
稻
か
り
ゆ

｛

」
＝
＝
＝
昌
謡
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
貫
昌
昌
＝
＝
置
一
昌
＝
一
胃
召
言
一
昌
＝
冒
冨
＝
二
＝
唱
＝
3
＝
昌
剛
冒
＝
＝
二
＝
＝
＝
＝
＝
昌
一
＝
＝
一
＝
＝
一
鴨
＝
＝
＝
二
昌
冒
冒
言
＝
＝
＝
＝
＝
＝
昌
＝
＝
一
言
一
昌
＝
旨
胃
3
＝
＝
口
＝
＝
＝
昌
昌
＝
冒
＝
昌
昌
＝
冨
3
畠
昌
昌
留
冒
浮
3
一
昌
葛
＝
昌
＝
昌
唱
冒
3
・
昌
昌
認
9

地
方
自
治
法
の
改
正

　
　
　
　
定
例
会
は
年
四
回
以
内
に

織
蕪
紹
繕
籔

去
る
第
二
十
四
国
会
で
③
議
案
の
提
旺
マ
修
正
の
動
議
、
懲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罰
の
動
議
な
ど
に
つ
い
て
は
、
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
の
一
以
上
の
者
の
賛
成
を
要
す

し
、
九
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

以
下
こ
ん
ど
の
改
正
部
分
の
う
ち
わ

た
く
し
た
ち
が
ぜ
ひ
知
っ
て
お
き
た

い
こ
と
に
つ
い
て
、
か
ん
た
ん
に
説

明
し
ま
す
。

　
蹴
会
に
関
す
る
こ
と

①
定
例
会
の
回
数
は
、
い
ま
㌧
で
年

　
四
回
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が

　
四
回
以
内
と
さ
れ
ま
し
た
。

②
常
任
委
員
会
は
、
い
ま
＼
で
当
市

　
で
は
七
つ
お
か
れ
て
い
ま
し
た
が

　
こ
ん
ど
四
以
内
に
制
限
さ
れ
た
。

　
る
も
の
と
あ
ら
た
め
ら
れ
た
。

④
議
員
は
市
長
と
同
じ
よ
う
に
、
市

　
や
市
の
機
関
に
対
し
て
請
負
を
し

　
た
り
、
ま
た
主
と
し
て
こ
れ
に
対

　
し
て
請
負
を
す
る
法
人
の
役
員
と

　
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
定

め
ら
れ
た
。

⑤
議
員
は
、
自
分
や
自
分
の
兄
弟
姉

　
妹
な
ど
の
一
身
上
に
関
す
る
事
件

　
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
者
の

　
職
業
に
鷹
接
の
利
害
関
係
の
あ
る

　
事
件
が
議
題
と
な
る
と
き
も
、
審

　議に

加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
と
さ
れ
た
。

⑥
議
員
は
い
ま
X
で
二
個
以
上
の
常

　
任
委
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
が

　
こ
ん
ど
か
ら
そ
れ
が
で
き
な
い
こ

と
＼
さ
れ
た
。

執
行
機
関
に
関
す
る
こ
と

①
監
査
委
員
は
、
い
ま
＼
で
単
に
学

　
識
経
験
を
も
つ
者
の
中
か
ら
選
ば

　
れ
て
い
ま
し
た
が
こ
ん
ど
皐
業
の

　
経
営
響
理
ま
た
は
会
計
事
務
に
知

　
識
か
経
験
を
も
ち
、
地
方
自
治
に

　
つ
い
て
も
識
見
を
そ
な
え
た
も
の

　
と
改
め
ら
れ
、
任
期
は
二
年
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
三
年
と
さ
れ
●

　
議
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
者
の
任

　
期
は
議
員
の
任
期
に
よ
る
こ
と
＼

さ
れ
た
。

②
監
査
委
員
は
、
市
が
元
利
の
保
証

利
子
補
給
な
ど
の
財
政
的
な
援
助

　
を
あ
た
え
て
い
る
も
の
や
資
本
金

　
を
出
資
し
て
い
る
も
の
＼
会
計
に

　
つ
い
て
も
監
蛮
で
き
る
も
の
と
さ

れ
、
自
分
や
自
分
の
兄
弟
姉
妹
な

　
ど
の
一
身
上
に
関
す
る
事
件
や
、

　
こ
れ
ら
の
者
の
職
業
に
旗
接
の
利

害
関
係
の
あ
る
事
件
に
つ
い
て
は

　監

査
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

と
さ
れ
た
。

　
給
与
に
関
す
る
こ
と

①
市
議
会
の
議
員
に
対
し
て
期
末
手

　
当
を
麦
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
さ
れ
た
。

②
市
職
員
に
麦
給
す
べ
き
手
当
の
種

　
類
を
法
で
定
め
る
と
＼
も
に
、
職

　
員
に
対
す
る
い
か
な
る
給
与
そ
の

　
他
の
給
付
も
法
律
ま
た
は
こ
れ
に

基
く
条
例
に
よ
ら
な
け
れ
ば
麦
給

　
で
き
な
い
こ
と
＼
さ
れ
た
。

　
そ
の
他

①
市
長
や
委
員
会
な
ど
が
規
則
、
規

　
程
を
作
っ
た
り
改
め
た
り
’
し
よ
う

　
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
た
め
必
要

　
な
予
算
措
置
が
と
ら
れ
る
ま
で
の

　
あ
い
だ
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き

　
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。

②
市
長
、
委
員
会
な
ど
の
事
務
処
理

　
上
特
別
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

　
他
の
市
、
委
員
会
に
職
員
の
派
遣

　
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

③
市
の
機
関
の
違
法
の
処
分
に
よ
り

　
権
利
を
そ
こ
な
わ
れ
た
者
は
、
知

　
事
に
訴
願
し
、
そ
の
裁
決
に
不
服

　
の
あ
る
者
は
裁
判
所
へ
出
訴
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
。

三
ケ
月
以
上
本
市
に
住
所
を
有
す
る

も
の
（
本
年
六
月
十
六
日
以
前
か
ら

引
続
き
住
所
を
有
す
る
こ
と
）
年
令

、

要
件
、
本
年
十
二
月
二
十
日
に
満
二

十
歳
以
上
に
な
ら
れ
る
日
本
国
民
男

女
（
昭
和
十
一
年
十
二
月
二
十
一
日

ま
で
に
生
れ
た
方
）

尚
名
簿
へ
登
載
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
は
、
①
、
禁
治
産
者
及
び
禁

鋼
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
目
下
服
役
・

中
の
者
並
び
に
仮
出
所
者
。
②
、
そ

の
他
、
選
挙
関
係
の
犯
罪
で
公
民
権

停
止
中
の
も
の
、
叉
は
執
行
猶
予
中

の
も
の

、
特
に
御
注
意
願
い
た
い
の

は
選
挙
人
名
簿
へ
登
載
さ
れ
て
い
な

い
と
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
選
挙
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
是
非
名

｝
簿
を
縦
覧
し
て
い
た
＞
き
、
万
一
脱

募
り
ま
し
毒
藷
中
に

一御
申
出
を
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

庭
彰
市
は
、
三
＋
年

家
表
騨
疏
鯨
墾

　
　
を
け
る
乙
差
く
・

康
1
し
か
も
保
険
料
を

　
　
8
完
納
し
た
吾
八

健
2
士
幕
に
対
し

九
月
十
二
日
映
劇
に
於
い
て
表
彰
状

｝“
並
び
に
記
念
品
を
贈
り
表
彰
し
た
。

藩
の
祝
辞
の
後
、
置
畢

心笛
」
を
上
映
、
十
一
時
半
盛
会
裏
に

散
会
し
た
。

『
尚
健
康
家
庭
の
表
彰
は
、
年
六
実
施

の
予
定
で
す
の
で
、
来
年
度
は
全
家
庭

共
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
平
常

の
健
康
に
御
注
意
下
さ
い
。

三
七
六
万
の
滞
納

　
　
　
　
　
　
三
十
年
度
の
納
税
実
績

　
市
行
政
の
．
原
動
力
で
、
あ
り
ま
す
市
一

税
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
皆
様
の
理

解
と
協
力
に
よ
り
、
納
税
組
合
加
入

数
の
増
加
と
共
に
良
成
績
を
納
め
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
県
下
十
九
市
の
昨
年
度
調
宗
．
額
と

率
九
六
％
と
、
十
九
市
中
上
位
の
成

績
を
示
し
て
お
り
ま
す
が
、
未
納
が

一
主
百
万
円
余
も
あ
る
と
い
う
事
は
、

…
長
岡
、
高
田
の
大
市
の
調
定
額
、
未

一
納
額
を
な
が
め
ま
す
と
更
に
一
歩
の

前
進
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
尚
調
定
額
を
百
と
し
て
主
な
税
目

．
別
負
担
割
合
は
、
市
民
税
二
六
％
、

19

市
3
0
年
度
市
税
敗
納
実
続

高柏五村小新新糸新三　見長新市
田崎泉上蓉井・津殆奮条燕附岡潟名

十
日
町

直
江
津

栃
尾

加
茂

両
津

　
　
調
定
（
円
）
　
　
収
入
（
円
）

一
、
〇
五
四
、
六
六
六
九
二
四
、
○
八
四

三
九
五
、
七
二
五
三
七
七
、
七
四
七

　
七
九
、
三
八
六

一
〇
三
、
二
一
九

一
七
七
、
八
九
三

一
九
九
、
九
一
六

一
二
八
、
四
九
八

一
三
〇
、
六
四
九

一
〇
七
、
四
二
九

一
二
八
、
九
〇
五

　
七
九
、
五
五
六

七
七
、
〇
六
四

一
七
五
、
八
七
九

一
二九

五
、
九
一
八

一
三
三
、
八
一
三

六
一
、
七
三
八

九
〇
、
五
〇
九

七
八
、
七
一
八

七
六
、
八
二
〇

九
一
、
二
七
七

一
七
一
、
一
六
四

一
八
六
、
四
五
〇

一
二
三
、
四
六
五

一
二
三
、
八
五
一

一
〇
四
、
二
〇
五

ご
二
、
四
〇
九

七
5
一
〇
八

七
〇
、
九
一
一
八

一
六
五
、
三
六
三

一
、
五
一
三
二
〇
四
、
七
三
七

名
ケ
山
小
学
校
の
増
築
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
な
み
ミ
セ
デ
み
ラ

収
納
歩
合
を
み
ま
す
と
別
表
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
本
市
の
場
合
、
市
税
総
調
定
額
九

五
、
九
一
八
、
O
O
O
円
、
徴
収
額

九
二
、
一
五
四
、
O
O
O
円
、
収
入

九
一
一
、
一
五
四

一
二
八
、
二
二
八

五
四
、
三
九
四

八
0
、
一
一
一
四

六
六
、
九
八
八

固
定
資
産
税
六
〇
％
、
自
転
車
、
荷

車税二％、

た
ば
乙
消
費
税
六
％
、

霞
気
ガ
ス
税
六
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

學
級
生
募
集

　
　
日
皿
　
十
日
町
青
年
学
級
で

　
6
…
は
、
＋
月
か
ら
第
二
期

　
月
「
を
迎
え
る
の
で
、
左
記

　
0
…

［
－
一
に
ょ
り
学
級
生
の
追
加

募
集
を
行
い
ま
す
。

未
収
（
円
）

一
三
〇
、
五
八
二

一
七
、
九
七
八

　
一
一
、
五
六
六

一
一
、
九
四
一
一

六
、
七
一
一
九

科
目

ペ
ン
習
字

栄
養
料
理

そ
ス
ば
ん

社
　
会

染奈砦突奈％

木金木水曜
〃〃〃曜日

支
払
は
毎
月
『
五
の
同
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
請
求
書
は
各
課
宛
に

　
市
役
所
で
は
、
物
品
、
そ
の
他
の

、
発
注
は
各
課
、
出
張
所
、
教
育
委
員
一

会
、
議
会
事
務
局
毎
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
麦
払
請
求
書

は
単
に
市
役
所
宛
に
し
な
い
で
、
前

記
の
よ
う
に
区
分
し
て
各
発
注
課
宛

に
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。
各
課
毎

の
も
の
と
一
諸
に
し
た
り
、
単
に
市

役
所
宛
と
な
っ
て
お
り
ま
す
と
、
事

務
的
の
手
続
に
時
間
が
か
＼
り
・
麦

払
が
お
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

一
三
、
酔
六
六
九
三

五
、
〇
三
三
九
六

六
、
七
九
八
九
四

三
、
二
二
四
九
七

七
、
四
九
六
九
四

　
　
　
　
　
八
、
三
四
八

　
　
　
　
　
六
、
　
一
一
二
六

　
　
　
　
一
〇
、
五
一
六

　
　
　
　
　
六
、
七
七
六

　
　
　
　
　
三
、
七
六
四

　
　
　
　
　
五
、
五
八
五

　
　
　
　
　
七
、
三
四
四

　
　
　
　
一
〇
、
二
九
五

　
　
　
　
一
一
、
七
三
〇

　
　
　
　
　
～
、
㌧
～
，
＞
ノ

教
　
養
　
　
月
1

交
単
鑑
賞
　
　
　
　
金
冒
　
〃

郷
土
史
　
　
水
〃

織
物
研
究
　
　
月
〃

暇
藁
研
究
　
　
月
〃

八八八九九九九九九
五九八五六六四二〇

　
右
の
う
ち
希
望
す
る
科
目
は
幾
つ

で
も
や
れ
ま
す
。
入
級
希
望
塔
は
、

十
月
六
日
夜
七
時
半
か
ら
千
日
町
公

民
舘
で
行
わ
れ
る
開
講
式
に
お
い
で

下
さ
い
。

住
民
登
録
調
査

の
結
果

　
住
民
登
録
の
実
態
調
査
を
皆
さ
ん

の
御
協
力
を
得
て
八
月
十
日
現
在
で

実
施
し
た
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　
”
鰯
卿
錫
嘱

　
計
　
　
，
，
，
，
，
，

　
　
　
　
4
　
f
フ
　
ー
5
5
　
2

　
　
　
　
n
∠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
5
2
7

7
8
0
0

1
3
8
4

8

‘
で
、
こ
の
点
御
留
意
下
さ
い
。

　
尚
収
入
役
室
で
．
の
定
期
麦
払
日
は

毎
月
五
日
、
十
五
日
、
二
十
五
日
、

　
（
支
払
日
が
日
曜
日
に
当
る
日
は
そ

の
翌
日
）
で
す
。
各
交
払
日
迄
の
請

出
る
と
き
／
寝
る
と
き
ロ

火
の
用
心
”

求
分
に
つ
い
て
は
、
出
来
る
限
り
お

迷惑を

か
け
す
に
払
う
よ
う
計
画
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　　　　　　　人　　　口
管内別世帯数
　　　　　　　男　　 女

本庁4，21011，41513，3
中　　条　　　1，028　　　3，018　　　2，9

六箇　265　807　7
吉田　9562，7122，7
下条　9232，5962，6
　計　　　　　7，382　　20，548　　22，4

　
尚
調
査
の
結
果
、
住
所
夘
変
っ
て

一
居
り
な
が
ら
、
手
続
き
を
し
な
か
っ

た
人
が
相
当
あ
り
ま
し
た
。

　
市
内
で
も
市
外
で
も
住
所
が
変
っ

た
ら
法
令
に
定
め
ら
れ
た
期
間
（
十

四
日
）
以
内
に
必
ず
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。
手
続
き
を
し
な
い
こ
と
に

よ
り
、
種
女
の
面
で
お
互
に
不
都
合

を
生
じ
る
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
を
し
な
い
と
罰
則
を
う
け

る
こ
と
も
法
令
に
定
め
ら
れ
て
あ
り

ま
す
。

事
務
室
の
移
転

　
ご
の
た
び
庁
舎
の
増
築
に
伴
な
い

事
務
室
を
一
次
の
と
お
り
移
．
転
し
ま
し

し
た
。

▽
財
務
課
、
教
委
、
福
祉
事
筋
所
は

　
裏
二
階
へ
。

▽
建
設
課
、
水
道
課
（
新
設
）
は
裏

階
下
へ
。

▽
議
場
は
表
二
階
へ
。

印
鑑
届
と

　
　
　
証
明
願
い
は

◎
印
鑑
の
届
出
と
証
明
願
は
本

人
画
接
の
手
続
に
よ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
も
し
直
接
お
い
で
に

な
れ
な
い
場
合
は
必
す
代
理
の
人
に

委
任
状
を
持
参
さ
せ
て
下
さ
い
。

こ
の
こ
と
が
お
わ
か
り
で
な
い
た
め

窓
口
に
来
ら
れ
て
か
ら
大
へ
ん
迷
惑

を
さ
れ
る
方
が
と
き
ど
き
あ
り
尋

か
ら
是
非
注
意
し
て
下
さ
い
。

◎
届
出
、
証
明
願
は
住
所
地
も

、
寄
り
の
本
庁
女
は
出
張
所
の
取

扱
と
さ
．
れ
て
お
り
ま
す
。

◎
届
出
、
証
明
願
、
委
任
状

等
の
用
紙
は
本
庁
叉
は
各
出
張

所
の
窓
口
に
請
求
し
て
下
さ
い
。

建
築
着
工
届

の
改
正

　
九
月
一
日
か
ら
建
築
の
着
工
届
の

様
式
が
か
わ
り
ま
し
た
。

新
様
式
は
従
来
の
様
式
の
下
欄
に
、

住
宅
の
資
金
別
調
査
欄
が
追
加
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
旧
様
式
の
用
紙
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
方
は
建
設
課
に
新
様

式
を
請
求
さ
れ
、
手
続
に
手
お
ち
の

な
い
よ
う
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蘂
紋
課
）

　
　
　
　
　
　
①
法
人
均
等

　
　
　
　
　
く

　
　
　
6
鋸
麟
が

ひ
盆
騨
藻

檎
も
癖
を
設

　
　
　
　
　
　
　
け
、
そ
の
代

　
表
者
を
定
め
て
、
共
同
出
荷
を
し

　
て
い
る
場
合
は
法
人
税
を
納
め
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か

（
答
）
　
作
業
所
は
法
人
で
は
な
い
が

　
代
表
者
を
定
め
て
あ
る
社
団
と
し

　
て
法
人
均
等
割
一
、
二
〇
〇
円
を

　
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
未
成
年
者
が
結
婚
し
た
場
合
の

　
　
市
町
村
民
税
の
課
税

（
間
）
　
未
成
年
者
で
も
結
婚
し
た
場

　
合
に
は
市
町
村
民
税
が
か
＼
る
と

　
聞
い
て
い
ま
す
が
。

（
答
）
そ
う
で
す
。
年
令
は
満
二
十

　
才
に
な
ら
な
く
と
も
民
法
で
は
結

　
婚
す
る
と
成
年
者
と
な
る
こ
と
に

　
な
っ
て
い
ま
す
の
で
．
成
年
者
と
し

　
て
一
課
祝
さ
れ
ま
す
。

（
問
）
　
自
転
車
を
紛
失
又
は
廃
車
し

　
た
揚
合
は
月
割
で
還
付
さ
れ
る
こ

　
と
が
至
当
で
は
な
い
か
。

（
答
）
　
自
転
車
を
紛
失
、
叉
は
廃
車

　
し
た
場
合
月
割
還
付
が
至
当
と
思

　
う
で
し
ょ
う
が
現
在
の
と
こ
ろ
税

　
法
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
還
付
は
で

　
き
ま
せ
ん
。
叉
新
し
く
．
原
動
力
付

　
自
転
車
名
購
入
し
た
揚
合
は
排
気

　
量
に
よ
る
税
額
を
月
割
で
課
税
い

た
し
ま
す
。

（
問
）
既
に
九
〇
C
C
の
、
原
動
機
付

　
自
転
車
を
所
有
し
、
賦
課
期
日
現

在
八
百
円
を
納
入
済
で
す
が
七
月

中
旬
乙
わ
れ
て
使
わ
れ
な
く
な
っ

　
た
の
で
、
そ
の
車
と
引
替
え
に
自

　
転
車
の
ベ
ン
リ
ー
号
（
一
二
五
C

　
C
）
を
購
入
し
た
の
で
す
が
、
月

割
課
税
の
計
算
方
法
を
知
ら
せ
て

下
さ
い
。

（
答
）
自
転
車
荷
車
税
は
年
税
が
原

　
則
で
あ
り
ま
し
て
、
賦
課
期
日
の

　
翌
日
（
四
月
二
日
）
以
降
に
購
入

　
さ
れ
た
自
転
車
、
荷
車
、
リ
ヤ
カ

ー
に
対
し
て
月
割
に
課
税
さ
れ
ま

　
す
。
賦
課
期
日
に
所
有
し
て
い
た

九
〇
C
C
原
動
機
付
自
転
車
に
対

　
し
ま
し
て
は
、
年
額
八
百
円
が
課

　
せ
ら
れ
七
月
中
旬
新
た
に
購
入
さ

　れた

一
二
五
C
C
原
動
機
付
目
転

　
車
に
対
し
て
は
・
八
月
よ
り
翌
年

三
月
ま
で
の
八
ヵ
月
分
を
月
、
割
で

　
（
一
、
O
O
O
円
の
十
二
分
の
八

　
で
六
六
〇
円
）
課
税
至
U
ま
す
。

一6一
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百
姓
は
つ
ま
ら
よブ

、、

か

匡

身
近
か
な
生
活
の
話
合
い
回

研
修
会
市
青
年
団
協
議
会
で
は
、
夏
以
来
各
地
で
青
年
研
修
会

の
話
題
を
開
き
頁
剣
蕪
議
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
方
法
も
今
迄

の
よ
う
に
講
師
の
話
を
聞
く
だ
け
の
消
極
的
な
も
の
で
な
く
、
自
分
た
ち

の
生
活
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
み
ん
な
の
悩
み
を
出
し
合
っ
て
問
題
解
決

へ
の
い
と
口
を
見
つ
け
出
そ
う
す
る
と
「
話
し
合
い
」
の
集
り
で
あ
っ
た
。

▽
飛
渡
中
条
地
区
研
修
会

期
日
七
月
二
三
、
二
四
日
　
会
場
三
ッ
山
分
校

▽
美
佐
島
地
区
研
修
会

期
日
八
月
二
〇
、
二
一
、
二
二
日
　
会
場
大
池
小
学
校

▽
六
箇
川
治
地
区
研
修
会

期
日
九
月
八
、
九
日
　
会
場
六
箇
中
学
校

▽
飛
渡
中
条
地
区
研
修
会
（
三
ッ
山
会
場
の
ま
と
め
と
し
て
）

期
日
九
月
コ
日
　
会
揚
新
水
農
協
事
務
所

▽
吉
田
地
区
研
修
会

期
日
九
月
一
二
日
　
会
場
吉
田
中
学
校

こ
れ
ら
の
研
修
話
会
で
し
合
わ
れ
た
主
な
る
話
題
を
拾
っ
て
み
る
。

み
ん
な
て
考
え
合
う

▽
百
姓
は
つ
ま
ら
な
い

　
農
村
は
面
臼
く
な
い
、
百
姓
は
つ

ま
ら
な
い
、
と
い
う
問
題
は
ど
こ
で

も
讃
題
に
な
っ
た
。
そ
の
理
田
と
し

て
、
仕
事
が
つ
ら
い
、
仕
事
が
き
た

な
い
。
百
姓
は
み
じ
め
で
あ
る
、
仕

事
と
休
み
の
け
じ
め
が
な
い
等
の
不

満
を
は
じ
め
、
交
通
が
不
便
だ
、
文

化
的
に
遅
れ
て
い
る
、
楽
し
み
が
少

か
。
休
日
が
な
い
、
嫁
は
気
骨
が
折

れ
る
・
勤
め
人
に
比
べ
て
小
遣
銭
が

自
由
に
な
ら
な
い
、
生
活
が
苦
し

い
、
将
来
に
希
望
が
も
て
な
い
等
、

農
村
生
活
全
般
に
つ
い
て
の
悩
み
が

あ
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
農
業
に
従
事
し

て
い
る
女
子
団
員
か
ら
、
仲
間
が
み

、
ん
な
出
稼
に
出
て
部
落
に
女
子
が
居

な
い
の
で
話
し
相
手
が
な
く
て
淋
し

い
と
い
う
訴
え
も
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
三
ッ
山
会
場
で
は
冒

姓
は
つ
ま
ら
な
い
」
と
い
う
結
論
が

出
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
闇
題
を

持
ち
帰
っ
て
み
ん
な
で
考
え
、
話
し

合
っ
た
結
果
を
新
水
会
場
で
再
び
検

討
し
た
と
こ
ろ
が
、
百
姓
は
「
つ
ま

ら
な
い
」
反
面
よ
い
と
こ
ろ
も
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
生
活
が
安
定
し

て
い
る
、
時
間
に
余
裕
が
あ
る
、
努

力
の
結
果
が
は
っ
き
り
出
る
の
で
仕

事
に
張
合
い
が
あ
る
等
の
点
が
あ
げ
’

ら
れ
、
し
か
も
出
稼
で
都
会
の
華
や

か
な
の
は
う
わ
べ
だ
け
で
・
農
村
以

上
の
苦
し
み
が
あ
る
こ
と
が
体
験
を

通
し
て
語
ら
れ
・
む
し
ろ
農
村
の
方

が
住
み
よ
い
と
い
う
意
見
が
出
た
。

特
に
長
男
は
馬
百
姓
も
天
職
と
思
へ

ば
決
し
て
い
や
で
な
い
。
い
ろ
！
￥

な
苦
し
み
は
あ
る
が
、
百
姓
の
よ
さ

は
捨
て
ら
れ
な
い
等
、
最
初
の
「
百

姓
は
つ
ま
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
方

は
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て

も
っ
と
農
村
に
よ
ろ
こ
び
を
見
出
す

よ
う
努
刀
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
が

強
調
さ
れ
た
。

▽
次
巨
男
の
な
や
み

　
新
卒
時
代
の
就
職
条
件
は
よ
い
が

廿
歳
過
ぎ
に
な
る
と
思
う
と
こ
ろ
に

就
職
さ
れ
な
い
。
し
か
し
家
庭
の
都

合
で
兄
が
嫁
を
も
ら
う
ま
で
「
お
礼

奉
仕
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
青
年

　
　
　
　
　
　
瓢
恥
〃
辞
轟
“
，
〃

も
少
く
な
い
。
彼
ら
の
大
部
分
は
村

に
残
れ
な
い
の
で
廿
二
三
才
に
な
っ

て
他
に
職
を
求
め
て
離
村
す
る
わ
け

で
あ
る
が
、
百
姓
の
手
伝
い
で
は
技

術
も
身
に
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
中
途

に
あ
せ
り
を
感
じ
て
い
る
。
だ
か
ら

毎
日
の
百
姓
仕
事
に
も
精
が
出
な

あ
か
る

▽
男
女
の
交
際

　
ど
こ
で
も
一
番
関
心
の
深
い
問
題

だ
っ
た
。
た
冷
男
女
交
際
と
い
う
と

す
ぐ
恋
愛
問
題
に
飛
躍
し
が
ち
で
あ

る
が
、
こ
》
で
は
青
年
男
女
の
友
人

と
し
て
の
つ
き
合
い
を
ど
う
す
べ
き

か
と
い
う
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
た

青
年
団
や
青
年
学
級
で
異
性
と
話
し

て
い
る
と
す
ぐ
変
な
噂
を
た
て
ら
れ

る
の
が
困
る
と
い
う
こ
と
や
、
美
佐

島
の
よ
う
に
女
子
が
出
払
っ
て
し
ま

っ
て
男
女
交
際
の
機
会
が
な
い
部
落

の
悩
み
も
の
べ
ら
れ
た
。
一
方
噂
を

た
て
る
の
は
中
年
婦
人
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
最
初
噂
を
た
て
る
の
は

案
外
自
分
達
の
仲
間
で
あ
る
場
合
が

多
い
ひ
と
が
指
摘
さ
れ
、
お
互
い
の

自
粛
が
要
望
さ
れ
た
。

い
。
こ
こ
に
彼
ら
の
悩
み
が
あ
る
。

一
日
も
早
く
就
職
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
と
い
う
二
と
が
問
題
に

な
り
、
経
営
の
合
理
化
に
よ
り
労
力

事
情
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
等
が

あ
げ
ら
れ
た
が
、
み
ん
な
の
実
状
を

曹
話
し
合
っ
た
結
果
、
こ
う
い
う
間
題

で
親
と
話
し
合
う
機
会
が
殆
ん
ど
な

い
こ
と
が
朗
ら
か
に
な
り
結
論
と
し

て
、
家
庭
内
で
親
子
が
何
で
も
話
し

合
う
習
慣
を
つ
く
る
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

｝
薦
茎
隻
親
か
爵

い
交
際
を

も
っ
と
生
活

　
　
　
を
み
つ
め
て

　
そ
の
ほ
か
、
自
分
達
だ
け
の
話
し

合
い
で
な
く
、
ほ
か
の
職
場
の
青
年

憲
，
ノ
、
町
賜
V
9
9
な
∴

広げられた田川町
4）中学校通学道路

難
購
塞
獣
㎎
鍵
鎚

を
み
て
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
青
年
た
［

ち
の
悩
奮
分
独
－
だ
け
の
問
題
」

で
な
く
、
み
ん
な
の
共
通
し
た
悩
み

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
・
そ
の
共
通

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
青
年

達
が
手
を
つ
な
ぐ
と
こ
ろ
に
新
し
い

青
年
団
の
方
向
が
あ
る
こ
と
が
確
認

標
識
の

　
　
販
か
え

撃
鞭
鑛
鍵
鰐
雛
伽
縫
筋

標
識
取
替
え
は
早
目
・

　
　
　
　
　
　
毎
月
圏

自
欝
難
騒
建

リ
ヤ
カ
ー
の
無
標
識
車
は
三
百
余
台

も
あ
り
ま
し
た
。
負
担
の
公
平
と
い

う
見
地
か
ら
毎
月
一
回
抜
打
ち
調
査
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

を
塞
地
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

尚
左
記
に
御
留
意
下
さ
い
ま
し
て
皆

様
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
、
旧
標
識
並
び
に
無
標
識
車
体
は

　
市
役
所
叉
は
各
出
張
所
で
標
識
を

受
け
て
下
さ
い
。

二
、
車
体
を
．
取
得
し
た
ら
五
日
以
内

　
に
申
告
を
し
て
標
識
を
受
け
て
下

さ
い
。

三
、
小
型
リ
ヤ
カ
ー
（
三
尺
×
三
尺
）

　
も
標
識
が
必
要
で
す
。

豫
防
注
射
は
も

れ
な
く

　
本
年
度
の
コ
百
日
咳
」
「
ジ
フ
テ

リ
ア
」
の
予
防
接
種
は
、
次
の
者
が

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
、
百
日
咳
初
回
該
当
者
（
三
回
接

種
）

昭
和
三
十
年
六
月
一
日
か
ら
昭
和
三

十
一
年
五
月
三
十
日
の
間
に
生
れ
た
“

者
。

一
一
、
百
日
咳
追
加
該
当
者
（
一
回
接

種
）

昨
年
初
回
の
予
防
接
種
を
完
了
し
た

者
。三

、
ジ
フ
テ
リ
ア
第
一
期
該
当
者

　
（
三
回
接
種
）

防
注

回
抜
打
ち
調
査

昭
和
三
十
年
三
月
一
日
が
ら
昭
和
三

十
一
年
二
月
二
十
八
日
の
間
に
生
れ

た
看
。

四
、
ジ
フ
テ
リ
ア
第
二
期
該
当
者

　
（
追
加
免
疫
と
し
て
一
回
接
種
）

昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

二
十
六
年
四
月
一
日
の
間
に
生
れ
た

者
。
糞
“
鵬
串
盤
聡
畢
繕
、
h
雛
翫
慧
瀬

　
該
当
者
に
は
予
防
接
種
の
度
毎
に

通
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
通
知
も
れ

が
あ
り
ま
し
た
ら
申
出
て
予
防
接
種

を
受
け
て
下
さ
い
。
（
保
険
衛
生
課
）

自
衛
官
募
集

　
防
衛
庁
で
は
昭
和
三
十
一
年
度
第

四
次
の
陸
、
海
、
空
（
二
士
）
の
自

衛
官
を
左
記
に
よ
り
募
集
し
て
お
り

ま
す
か
ら
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
尚
志
願
に
つ
い
て
は
、
く
わ
し
い

こ
と
は
市
役
所
総
務
課
へ
お
問
合
わ

せ
下
さ
い
。

一
、
寡
隻
人
員

　
二
等
陸
士
　
　
約
七
、
O
O
O
名

　
二
等
海
士
　
　
〃
　
　
九
〇
〇
名

　
二
等
空
王
　
　
〃
　
　
三
〇
〇
名

二
、
応
寡
餐
格

昭
和
七
年
三
月
二
日
か
ら
昭
和
十

四
年
三
月
一
日
の
間
に
生
れ
た
男
子

で
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
刀
を
有

す
る
も
の
。

三
、
試
験
科
目

　
国
語
、
数
学
、
社
会
、
身
体
検
査

　
　
　
　
（
一
日
で
終
る
予
定
）

四
、
受
付
期
悶

　
九
月
一
日
か
ら
十
二
月
十
五
日
ま

で
。五

、
試
験
期
間

　昭

和
三
十
二
年
一
月
十
八
日
か
ら

一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
。

六
、
入
隊
期
間

　二等陸

士
昭
和
三
十
二
年
三
月

　
　
　
　
　
末
。

二
等
海
士
　
昭
和
三
十
二
年
五
月

　
　
　
　
　
以
降
。

　
二
等
空
士
昭
和
三
十
二
年
五
月

　
　
　
　
　
以
降
。

七
、
志
願
手
続

市
役
所
総
務
課
及
び
各
出
張
所
か

ら
憲
願
票
二
枚
を
受
取
り
、
各
事

項
記
入
捺
印
の
上
、
五
円
切
手
一

枚
添
付
し
て
受
付
期
間
内
に
最
寄

り
の
出
張
所
叉
は
総
務
課
へ
提
出

し
て
下
さ
い
。

家
族
計
高
を
推
進

　
　
　
　
　
グ
ル
暮
プ
を
つ
く
つ
て

　
昭
和
三
十
年
度
の
本
市
の
出
生
一

千
五
十
人
、
死
亡
四
百
二
十
一
人
、

保
険
給
付
に
よ
る
人
工
妊
娠
中
絶
五

百
三
十
件
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
ほ
か
に
表
面
に
あ
ら
わ
れ
な
い
中

絶
が
ほ
〉
同
数
ぐ
ら
い
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
α
約
一
千
件
の
中
絶
の
内

真
に
午
供
は
欲
し
い
が
病
気
の
た
め

出
産
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
は
き

わ
め
て
す
く
な
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
経
済
的
な
理
由
、
女
は
子
供
が
多

す
ぎ
て
最
初
か
ら
生
む
意
志
の
な
い

人
達
で
す
。

　
こ
の
不
目
然
な
人
工
中
絶
の
母
体

に
及
ぽ
す
影
響
は
非
常
に
大
き
く
、

三
回
、
四
回
と
た
び
重
ね
る
と
他
の

病
気
を
併
発
し
、
と
り
か
え
し
の
つ

か
な
い
結
果
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
た
び
た
び
の
妊
娠
は
、
母

体
を
そ
こ
な
う
ば
か
り
で
な
く
育
児

が
充
分
ゆ
き
と
ど
か
ず
、
病
気
や
死

亡
が
多
く
な
り
、
経
済
的
困
難
か
ら

教
．
育
も
充
分
で
き
か
ね
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
合
理
的
に
解
決

す
る
に
は
た
だ
ひ
と
つ
受
胎
調
節
あ

る
の
み
で
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

子
供
の
人
数
と
分
娩
の
時
期
に
つ
い

て
計
画
を
た
て
、
希
望
の
時
期
に
妊

娠
し
、
あ
る
い
は
し
な
い
よ
う
に
調

節
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
正

し
い
知
識
を
得
て
夫
婦
が
協
力
す
る

な
ら
ば
ほ
と
ん
ど
百
％
確
実
に
調
節

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
市
内
で
保
健
婦
の
指
導
に
よ

り
受
胎
調
節
・
或
い
は
育
児
等
の
研

究
的
「
地
区
組
織
」
が
約
十
五
箇
所

も
あ
り
ま
す
。
希
望
の
方
女
は
三
人

一
で
も
、
四
人
で
も
結
構
で
す
か
ら
お

一
さ
そ
い
あ
わ
せ
の
上
保
健
婦
を
利
用

し
て
研
究
さ
れ
、
自
分
自
身
を
保
護

し
、
充
分
な
子
侠
の
発
育
生
長
を
助

け
、
夫
婦
協
力
し
て
健
康
で
文
化
的

な
家
庭
生
活
を
築
い
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
な
お
七
月
一
日
か
ら
軽

い
病
気
等
に
ょ
る
妊
娠
中
絶
は
国
保

の
給
付
外
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
保
険
衛
生
課
）

受
持
区
域
の
変
更

　
　
農
業
改
良
普
及
事
務
駈

　
今
迄
川
東
地
区
一
円
を
受
持
っ
て

い
た
普
及
事
務
所
が
、
今
度
十
日
町

市
内
だ
け
受
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
農
業
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
問

題
の
相
談
を
引
き
う
け
て
い
ま
す
の

で
、
せ
い
ぐ
利
用
し
て
下
さ
い
。

尚
地
区
の
担
当
と
専
門
に
受
け
も
つ

職
員
は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
地
区
担
当

　
十
日
町
（
新
座
、
大
井
田
を
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
技
師

中
　
条
　
　
　
田
中
技
師

下
　
条
　
　
　
　
遠
田
技
師

吉
　
田
　
　
　
　
佐
．
藤
技
師

川
治
、
六
箇
　
　
　
　
中
島
技
師

二
、
特
技
分
担

普
通
作
物
　
　
　
　
佐
藤
技
師

土
壌
肥
料
　
　
　
　
広
田
技
師

病
害
虫
　
　
　
　
田
中
技
師

園
芸
、
果
樹

畜
産

農
機
具

生
活
改
善

金広遠南

翻購

城
力
丘
に

庭
球
コ
盤
卜

　
懸
案
の
庭
球
コ
ー
ト
が
城
ヵ
丘
グ

ラ
ン
ド
傍
に
立
派
に
完
成
し
ま
し

た
。
三
面
あ
り
ま
す
の
で
皆
様
か
ら

充
分
利
用
し
て
頂
け
る
と
思
い
ま

す
。

使
用
に
あ
っ
て
は
、
十
日
町
放
送
宣

伝
社
内
原
田
健
一
氏
叉
は
市
教
委
体

育
係
に
連
絡
下
さ
い
。
ま
た
一
般
の

方
は
コ
ー
ト
面
を
荒
さ
ぬ
よ
う
注
意

し
て
下
さ
い
。
庭
球
を
や
る
人
に
と

7
は
〒
ト
面
笙
襲
す
奮

一
特
に
雨
の
日
や
土
の
や
わ
ら
か
い
日
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￥
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、
N
N
」
■
喧
§
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、
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、
N
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、
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、
、
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輌
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￥
N
唾
聖
§
唾
壁
N
、
ミ
』
■
置
馳
『
N
N
N
N
N
唾
隔
、
N
N
N
N
嵐
ー
§
、
§
ー

秋のメモ

7
ト
ン
の
手
入
れ

　
八
月
中
に
で
き
な
か
っ
た
フ
ト
ン

の
手
入
れ
を
阜
目
に
す
ま
せ
た
い
も

の
で
す
。
敷
ブ
ト
ン
に
は
せ
ん
た
く

の
き
く
敷
布
を
か
け
・
ま
た
布
が
な

い
と
き
は
曹
古
し
た
ユ
カ
タ
で
も
結

構
で
す
。
掛
ブ
ト
ン
や
毛
布
の
カ
バ

ー
が
一
度
に
準
備
で
き
な
い
と
き
は

常
に
少
し
づ
＼
で
も
経
費
を
生
み
だ

す
よ
う
に
工
夫
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
掛
ブ
ト
ン
や
敷
ブ
ト
ン
は
・
古

く
な
る
と
綿
が
か
た
く
な
っ
て
、
暖

か
く
な
い
か
ら
打
ち
な
お
す
か
、
ま

た
は
綿
を
た
し
て
着
心
地
の
よ
い
フ

ト
ン
に
し
た
い
も
の
で
す
。

日
光
に
直
接
あ
て
＼
紫
外
線
を
よ
く

う
け
た
物
を
身
に
つ
け
る
と
、
日
光

浴
を
す
る
と
同
じ
効
果
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
押
入
れ
に
し
ま
っ
て
あ
る
フ
ト

ン
を
天
気
の
よ
い
と
き
・
昼
時
三
時

問
干
し
た
だ
け
で
、
湯
呑
み
一
っ
ば

い
の
水
分
が
蒸
発
し
ま
す
。
新
し
く

フ
ト
ン
を
作
ら
れ
る
方
は
、
掛
ブ
ト

ン
よ
り
も
、
敷
ブ
ト
ン
を
厚
く
す
る

方
が
冬
は
暖
か
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
掛
ブ
ト
ン
を
通
し
て
に
げ
る
熱
の

方
が
多
い
か
ら
で
す
。

掛
ブ
ト
ン

　
五
巾
一
貫
二
百
匁
－
一
貫
八
百
匁

　
四
巾
一
貫
百
匁
1
一
貫
五
百
匁

敷
ブ
ト
ン
一
貫
二
百
匁
－
一
貫
五

百
匁
。

肌
，
，
，
，
、
，
，
，
『
、
：
，
，
，
，
，
：
一
夏
つ
か
っ
た

…
カ
ヤ
落
は
秋
風

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
と
も
に
、

い
つ
と
も
な
く
、
押
入
れ
の
下
積
み

に
な
り
が
ち
で
す
が
、
湿
気
は
禁
物

で
す
か
ら
よ
く
乾
か
し
て
か
ら
し
ま

う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

カ
ヤ
の
染
料
は
日
光
に
弱
い
の
で
、

直
接
日
光
に
畏
く
干
さ
な
い
で
、
消

毒
の
た
め
に
し
ば
ら
く
日
光
に
あ
て

そ
の
あ
と
は
カ
ゲ
干
し
に
し
、
油
紙

・
ニ
リ
ッ
ト
ル
と
い
う
か
ら
約
七
合

御
飯
な
ら
茶
わ
ん
に
六
ぱ
い
、
中
華

そ
ば
な
ら
四
ば
い
、
ビ
ー
ル
で
二
本

あ
ん
み
つ
な
ら
七
は
い
と
い
う
勘
定

で
あ
る
。

　
午
後
の
六
時
に
ダ
食
を
た
べ
る
と

一
分
後
に
は
胃
に
入
り
は
じ
め
て
、

十
時
間
半
に
は
全
部
胃
を
通
っ
て
し

ま
う
。

　
午
後
一
時
に
小
腸
を
通
過
、
翌
日

の
午
後
六
時
に
は
最
初
の
大
便
が
大

か
新
澗
紙
に
つ
、
み
更
に
風
呂
敷
に
腸
を
は
な
れ
、
最
後
の
大
便
が
出
て

つ
＼
ん
で
、
押
入
れ
の
上
に
つ
る
し
い
く
の
は
翌
女
日
の
午
後
六
時
で
あ

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
フ
ト
ン
の
下
る
。

敷
き
は
い
け
ま
せ
ん
。

飯
な
ら
六
杯

　
　
：
：
…
…
に
一
度
に
入
れ
る
こ
と

僧
㎜
の
奏
葵
墨

　
味
覚
の
秋
、
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋

も
り
も
り
食
べ
て
、
も
り
も
り
肥
る

の
も
結
構
で
す
が
、
も
う
一
度
私
達

の
胃
と
い
う
袋
の
大
き
さ
を
考
え
な

お
し
て
み
た
い
も
の
。

な
ど
は
絶
対
使
わ
ぬ
よ
う
皆
で
気
を

つ
け
ま
し
よ
う
。

　
ム
ム
琴
●
《
マ

囲
轟

　
　
　
　
　
　
で
す
。
路
線
別

　
　
　
　
　
　
延
長
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
級
国
道
長
野
」
小
千
谷
線
一
四
キ
ロ

県
道
城
内
ー
十
日
町
線

　
　
　
　
　
　
　
一
一
計
二
〇
〇

〃
柏
崎
ー
松
代
ー
十
日
町
線

　
　
　
　
　
　
　
　
九
キ
ロ
五
三
〇

〃
十
日
町
－
羽
倉
線

　
　
　
　
　
　
　
　
三
デ
八
O
O

〃
六
日
町
－
十
日
町
線

　
　
　
　
　
　
　
　
九
キ
。
五
四
〇

〃
十
日
町
i
堀
之
内
線

　
　
　
　
　
　
　
　
七
善
6
0

〃
焼
野
－
浦
佐
線

　
　
　
　
　
　
　
　
四
キ
。
二
〇
〇

〃
小
千
谷
－
千
手
－
十
日
町
線

　
　
　
　
　
　
　
　
一
キ
。
五
〇
〇

市
道
幅
員
五
。
五
麿
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
四
キ
。
四
九
五

　
〃
　
四
・
二
麿
以
上

　
　
　
　
　
　
一
一
七
キ
三
八
九

市
消
防
団
後
援
会
・

30

年
度
決
算

　
収
入
金
　
　
四
一
〇
、
九
五
〇
円

　
友
出
金
　
　
二
九
八
、
七
〇
〇
円

　
差
引
残
高
　
一
二
二
、
二
五
〇
円

▽
収
入
の
部

ぺ
会
費
　
　
三
一
三
・
八
二
〇
円

二
、
預
金
利
子
　
　
三
、
四
五
四
円

三
、
繰
越
金
　
　
八
三
、
六
七
六
円

　
計
　
　
　
　
四
〇
〇
、
九
五
〇
円

▽
支
出
の
部

一
、
表
彰
費
　
　
　
五
、
六
九
〇
円

　
　
（
退
職
団
員
一
七
名
記
念
品
〉

二
、
事
業
費
二
九
三
、
〇
一
〇
円

　
計
　
　
　
　
二
九
八
、
七
〇
〇
円

▼
事
業
費
の
内
訳
◎
防
火
宣
伝
用
横

断
幕
五
張
、
吹
き
流
し
一
流
及
び
火

災
予
防
チ
ラ
シ
八
千
枚
作
成
費
一
六

、
二
三
〇
円

◎
消
防
音
楽
隊
楽
器
購
入
六
八
、
五

〇
〇
円
、
演
習
出
動
賄
費
助
成
一
〇

一
、
O
O
O
円
◎
団
員
家
族
慰
安
会

費
九
〇
、
〇
一
〇
円
◎
そ
の
他
事
業

費
一
七
、
二
七
〇
円
。

31

年
度
豫
算

　
収
入
金
　
　
五
三
八
、
四
五
〇
円

　
麦
出
金
　
　
五
三
八
、
四
五
〇
円

▽
収
入
の
部

一
、
会
費
　
　
四
三
三
、
二
〇
〇
円
瞬

　
（
一
口
二
〇
円
、
一
世
帯
平
均
三

口
）

二
、
預
金
利
子
　
　
三
、
O
Q
O
円

三
、
繰
越
金
　
一
〇
二
、
二
五
〇
円

　
計
　
　
　
五
三
八
、
四
五
〇
円

▽
支
出
の
部

一
、
表
彰
費
　
　
六
〇
、
O
O
O
円

　
　
　
　
（
退
職
団
員
記
念
品
代
）

二
、
事
業
費
　
四
六
三
、
二
〇
〇
円

三
、
予
備
費
　
　
一
五
、
二
五
〇
円

　
計
　
　
　
　
五
三
八
、
四
五
〇
円

▼
事
業
費
の
内
訳

◎
団
員
家
族
慰
安
会
費
二
〇
、
O

O
O
円
◎
音
楽
隊
助
成
一
〇
、
O
O

O
円
◎
横
断
幕
費
一
〇
、
O
O
O
円

◎
防
火
用
マ
ッ
チ
容
器
七
・
六
〇
〇

ケ
代
一
九
七
、
六
〇
〇
円
◎
出
初
式

及
演
習
出
動
賄
費
助
成
一
〇
〇
、
O

O
O
円
◎
そ
の
他
事
業
費
三
五
、
六

〇
〇
円
。

　今月の納税

固定資灌税
　　（第三期）

　納　期　限
　9月50日
納税組合に入りましよう

　
東
京
新
潟
県
人
会
は
昨
秋
来
左
記
に
会
舘
を
設
け
皆
さ
ん
の
ご
利
用
に

供
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
議
、
講
習
、
視
察
を
は
じ
め
商
用
御
観
光
等
に
上
京
の
折
は
せ
い
ぜ

い
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
時
期
に
よ
砂
満
員
の
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
か
ら

ご
来
泊
の
際
は
あ
ら
か
じ
め
書
面
か
電
話
で
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

　
宿
泊
三
〇
〇
円
（
部
屋
数
は
七
室
宿
泊
は
二
〇
人
位
迄
）

　
食
事
朝
夕
三
〇
〇
円

　
休
憩
”
五
〇
円
（
半
日
位
）

　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
新
潟
県
人
会
々
舘

　
　
　
　
　
　
　
新
宿
区
信
濃
町
二
九
（
国
鉄
、
都
電
共
信
濃
町
よ
の

　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
分
）
電
話
四
谷
（
三
五
）
O
、
四
六
八
番

7一


